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２０１１年１０月１日　作成責任及び文責　古畑　等




















　　　　10月30日（日）富田林高校ももせ合唱団演奏会。開演午後2時。会場はすばるホール。乞ご来場








”富混愛唱歌集パート2 の投票について”（Ｂ上田さん）


この前の団練（9/3）の終了時に団長から説明があったと思いますが（小生急遽の帰宅で説明を果たせず）担当から重ねてのお願いをさせていただきます。


配ったものは、「同上パート2募集曲集計表」と「同上パート2 応募投票用紙（10曲選定記入）」及び、ラストチヤンス・・歌集候補曲にエントリーしませんか？・・・でした。


経過　パート1/パート2　応募者数：19/9　（女声：6/3　男声：13/9）　　　応募曲数：　252/63曲


今回少々少ない感じなので、再度の応募を考え、エントリーしませんか・の表を付けたわけです。パート1では26曲中の21曲を定期演奏会などで採用して頂きました。パート2でも同様に採用して頂くと共に、さらに定演後も平素ちょくちょく歌う機会を作って頂くように先生にお願いしたいと思っています。8月にキヤンプをしましたが（8名・男声5名　女声3名）そらで歌える曲がさっぱりでした。数曲ぐらいはすーっと出てくる様にしたいものですよ。


〆切りは10/1の団練とし、お待ちしますので、投票率100％近いものにして頂きたく、宜しくお願い致します。冊子に表われた我が投票曲を歌うのは、また格別の喜びが伴いますよ・・・尚、あと行程の譜面の整備に当たっては、福井・本多両副団長に加えて禰占さんのご協力を得まして、ばっちりと進めて頂けそうです。ではでは　Ｂ　上田喜一　　でした。























１０月です。やっと暑さも治まってきました。昨年の10月号にこんな記事がありました。「子どもたちは大人の合唱団がしっかり支えてくれる中で歌えることに驚き、喜びますよ。」と貞松先生が「生きぬくいのち」の歌いこみで言われた言葉です。その通りでしたね。まさに光陰矢の如しです。














練習状況　９月３日（土）


　ＶＴは和田先生。新たな出発として基本に帰りましょうと言われました。まず背筋まっすぐ。喉の奥を降ろす。鼻腔を通す。高い音はトサカで響かせる。「喉の奥を開けましょう。」「腰を充分膨らませて腹式呼吸。臍下丹田で空気を押す。」そこへ、新方式。「片足を少し前に、重心をやや後ろに、臀筋を引き締めて、手を真上に組み、手を降ろしながら一気に呼気を吐きつくす。」なんとこれは腹筋を鍛えた上に痩せるそうです。


練習曲は新曲「くりかえす」のパート練習音取り。その後アンサンブルをやってみました。「生きぬくいのち」「やがて春」をコーラスフェスティバル用に仕上げ。「筑後川３曲」も通しました。


９月１１日（日）


　コーラスフェティバル開催。当団は第一部のラストで、少年少女団と再び共演の舞台でした。「生きぬくいのち」「やがて春」の二曲を演奏しました。少年少女団の子どもたちはすっかり我々オジさんオバさんに馴染んでくれたようで、元気よく挨拶を交わし、精いっぱい歌ってくれました。もう一度いいましょう。「富田林市少年少女合唱団の皆さん、本当にありがとうございました。」


フェティバルの進行もてきぱきと、予定時間より早め早めに進み、打ち上げは1１０１人も参加、最後に「ふるさと」を合唱するなど盛り上がりました。来年が楽しみです。さあもっと一般観客を呼び込んでホールを満席にしたいです。


９月１７日（土）


ＶＴは和田先生。３日とほぼ同様のＶＴでした。高音域での頭声を強調されました。


練習は「魂・・４曲」だけ。パー練で音確認後、アンサンブルでは強弱も心がけて歌いましょうと貞松先生は言われました。山本収先生のご来演が１５日なので、


しっかり歌いこんでおかなければいけません。神戸本番は１１月２７日です。








シャンテ担当から：シャンテは担当者が古畑に変わって３周年。第４０号となりました。これまでの投稿者の皆様、ご意見など頂いた団長始め役員の皆さん、数々の記事や写真にご協力くださった方々に厚く御礼申し上げます。今後も①全ての団員の皆様へ練習状況や連絡事項の周知徹底を。②読みやすく楽しい会報を。③団員・関係者の皆様の声を交流させる場を、という点をモットーに毎月発行を心がけます。


次のメルアドで古畑までごＥメール投稿していだだけます。１００６ｆｍｈｉｙ＠ｊｃｍｏ．ｚａｑ．ｎｅ．ｊｐ


なお投稿者のメルアドは守秘義務を約束いたします。また、投稿内容については、①紙面の都合、②個人情報秘守、③団の円滑な運営等の観点などから変更をお願いする場合があります。


※団ホームページ　団員専用コーナーへは次のID番号でお入りください。


また、団のＨＰに掲出された文は団員に限定公開されたものと考え、ＨＰをご覧になれない団員のために転用・抜粋などさせていただく場合があります。








諸連絡


◎重要事項：総会にかえて。拍手多数で７月３０日承認された内容は別紙にて詳細が配布されています。


◎新譜「魂のいちばんおいしいところ」（1200円）に続いて新譜「日本抒情歌曲集１」（1000円）で販売中。各自購入願います。


◎次年度定演に向けて：９月１７日に先生方。役員。パートリーダー等関係者で合同運営会議が行われました。詳細は別紙報告です。合宿は実施方向で候補地検討中です。団長から3点報告。①源田先生委嘱は委嘱委員長岡田さんが主で依頼を継続。②練習形態は椅子方式を主体に。③練習中は私語無しで集中。


◎特別連練習：10月８日（土）午後1時～5時。「魂・・・」中心の練習が入りました。


◎いってらっしゃい太田先生。太田真紀先生は少渡航手続きに手間取ったようでしたが、文化庁の派遣事業でイタリアへ出発されました。語学と音楽の研修を深めて来秋帰国されます。出発前にお話を聞けました。「練習は一回、一回、本番のように集中してください。その積み上げがあってこその演奏会です。」と音楽家の心構えを述べられました。








